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熊本南ロータリークラブ 

 週 報 

 
ＲＩテーマ  

心の中を見つめよう 博愛を拡げるために 
Reach Within to Embrace Humanity 

 

2011-2012 度 国際ロータリー会長 

カルヤン・バネルジー（インド） 

 

四つのテスト－言行はこれに照らしてから－ 
① 真実かどうか   ③  好意と友情を深めるか 

② みんなに公平か   ④  みんなのためになるかどうか 

 

国際ロータリー第２７２０地区            2011-2012ＲＩテーマ 

 会長/堀川貴史  幹事/野口泰則 

クラブ広報委員長/馬場大介 

 

 第26回 例会記録(通算第2511回) 

 平成24（2012）年1月30日 

今日の例会 
1. 今日の歌 

2. 来訪者紹介 

3. 会長･幹事・各委員会報告 

4. 外部卓話  多野 春光氏 

熊本市観光文化交流局次長 

「交流人口の増加に向けて」 

 

 

今月･来月の行事 
●2/18･19ｸﾗﾌﾞ研修ﾘｰﾀﾞｰ育成ｾ
ﾐﾅｰ＠ﾕｳﾍﾞﾙﾎﾃﾙ(漆島･寿崎) 

 
●2/19(日)熊本城ﾏﾗｿﾝﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
 
●2/20(月)定例理事会 

斉唱 国歌 君が代 

ロータリーソング 「手に手つないで」 

 

 

会長報告（堀川貴史君） 

■事務局員採用について 

1 月 26 日（水）午後 面接（堀川、浅山、野口、星野、 

漆島）面接 

1 名を選出いたしました。詳細打合せの上、順調に行けば

2月 1 日からの採用となります。来週皆様にご紹介いたし

ます。 

■熊本南ロータリークラブ今年度第 3回クラブ協議会 

1 月 23 日(月)19:00～ホテル日航にて開催いたしました。 

山形熊本第 4 分区ガバナー補佐より 

・会計をほめていただきました。 

・プロジェクトのアイテム数が多すぎるので、各委員会の 

委員まで浸透されているか？ 

・地区大会後のクラブ間交流会にぜひ参加して 

いただきたい。 

各委員会･･･残りの事業の予定と確認及び、 

次年度引継事項等 

■第 2 回ゴルフコンペ･･･1 月 25 日(水)雪の中開催。 

お疲れ様でした。 

■親睦委員会 IM･･･1 月 25 日(水)夜開催。 

■熊本南ローターアクトクラブ･･･1月第2例会（新年会）開催

されました。 

渡邉会員のNTTから 2名、西南 RC北口会員の社員様が

1名、前年度寿崎奨学生から 1名新しくメンバーに加わりそ

うです。家族清掃のお願いをしてきました。熊本城マラソン

のボランティア参加もお願いしてはどうかと思います。 

■オハイエ楽器贈呈式･･･1 月 29 日(日)15:00～ 

熊本市障がい者福祉センター希望荘にて 

開催いたしました。 

■地区大会登録委員会･･･坂本会員に委員長をお願いして

います。ご協力お願いいたします。 

以上会長報告終ります。 

 

 

 

幹事報告（野口泰則君） 

1. ガバナー事務所より、委嘱状の送付 

  2011～12年度地区大会 決議委員会委員 久峨章義 

 

2. ガバナーエレクト事務所より、委嘱状の送付 

   寿崎肇 2012～13年度 諮問委員会委員 

 

3. 岡村ガバナーエレクトより、アメリカ・サンディエゴから 

国際協議会参加のエアメールの送付 

 

出席報告（園田修司君） 

会員数 出席数 出席率 
前々回（1/16） 

修正出席率 

６０名 ４２名 75.00％ ７６．７９％ 

出席規定適用免除者 ９名 欠席記録免除者 ０名 

名誉会員 ０名（会員数には含まれません） 
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４. 肥後大津RCより、創立４０周年記念式典のご案内 

  出欠の確認を回覧致します。 

３月３１日（土）１４：００～点鐘 １８：３０～祝賀会 

 

５. 玉名中央RCより、週報の送付 

 

６. 国際交流会館より、２月催し物のご案内の送付 

 

 

例会変更のお知らせ 

○平成ＲＣ～新入会員歓迎会のため日時変更・場所未定 

[変更前] ２月８日（水）１２：３０～ 

[変更後] ２月８日（水）１８：３０～ 

[会 場] 未定 

○平成ＲＣ～水前寺公園 RC と合同例会のため日時・場所

変更 

[変更前] ２月２２日（水）１２：３０～ 

[変更後] ２月２２日（水）１８：３０～ 

[会 場] メルパルク熊本 

 

 

委員会報告 

●寿崎奨学会委員会 （河口義弘君） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマイルボックス（元田亮一君） 

○堀川貴史君・野口泰則君 

渡邉会員の卓話を大変期待しています。寿崎奨学生の皆

様のご来訪を心より歓迎いたします。 

○寿崎肇君 

（財）寿崎奨学会南九州熊本大分宮崎鹿児島の理事役員

会と１３０人の学生指導会が無事に終わりました。ロータリ

ーで奉仕を教えて頂いたお陰です。熊本南ＲＣのお陰で

す。指導会で各県十数人の役員の先生方のお話は奨学

生は勿論ですが私自身が大変勉強になりました。感謝し

てスマイルさせて頂きます。有難う御座いました。 

○吉原コウイチ君 

渡邉さんの卓話楽しみにしています。ローターアクトには３

名も会員を入れて頂き大変お世話になります。 

○古財良一君 Ⅱ 

 今日の渡邉会員の卓話、ありがとうございます。また、NTT

さんには、オハイエにたくさんのご協力ありがとうございま

す。本当に感謝します。昨日、楽器の贈呈を南ロータリー

クラブからオハイエにいただきました。オハイエのみんな、

大変よろこんでいただきました。当日３月２５日のオハイエと

っておきの音楽は、みんな喜びいっぱいで演奏します。あ

りがとうございました。 

○野田三郎君  

申し訳ありませんが、本日は早退させて頂きます。渡邉さ

んの卓話が聞けず残念です。 

○原裕一君  

渡邉さんの卓話聞きたかったのですが、すみません早退

します。 

○渡邉秀章君  

１月２８日（土）二男の大学のアメフト部で「四回生を送る

会」を行いました。私の息子も今年卒業です。クライマック

スでは四回生一人ひとりが挨拶し、親への感謝の言葉が

でると、私たち四回生の親は号泣でした。今日の卓話で

はその時のこともお話したいと思います。送る会が盛大に

行えたことへの感謝と、今日卓話をさせていただくことに感

謝してスマイルします。 

○野田君・渕田君・前田君・後藤君・工藤君・石田君・ 

東矢君・今村君・坂本君・古財君・三角君  ８，５４０円 

１月２５日にゴルフコンペが開催されました。雪と風の中、

全員無事に生きて帰れました。スコアは聞かないでくださ

い。週報に掲載されている写真はスキー旅行ではありませ

ん。 

○後藤博君  

先月のゴルフコンペは雪の中でやりたくないのは私だけだ

ったでしょうか？雪山にでも登るつもりで頑張りました。結

果優勝できたのは、皆さんの笑顔のお陰です。 
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○永井富士雄君 

１月２５日、一番寒い日のゴルフコンペ親睦活動委員会

IM は所用のため出席できませんでした。お詫びのスマイ

ルです。参加された方、大変お疲れ様でした。 

○稲留穂君 Ⅲ 

前回の例会を連絡なしに欠席致しました。無駄になった

お食事代金をスマイルとしてださせてもらいます。 

○井上雄一朗君 

久しぶりの例会出席です。１２月～１月そして仕事の都合

上２月も多く欠席させて頂きます。誠に申し訳ありません。

メーキャップはしっかり実施致します。お詫びのスマイルで

す。 

○浅山弘康君 

所用のため、早退させていただきます。申し訳ございません。 

○田川憲生君 

今日は所用の為、早退しますので、お詫びのスマイルです。 

 

 

 

 

 

 

 

●卓話 

会員卓話  渡邉秀章会員 

「スマートひかりタウン熊本の 

取り組み」 

 

 

 

 

 

 

■「スマートひかりタウン熊本」の取り組みについて 

  熊本をこれまで以上に「行きたくなる街」「住みたくなる街」

にするため、ＩＣＴ基盤やクラウドサービスなどを活用して、新

しいスタイルの情報流通（コミュニケーション）を提案し、住む

人、学び働く人、訪れる人にとって、魅力溢れる街づくりをＮ

ＴＴ西日本として取り組んでいく。 

 

  熊本商工会議所街づくり委員会が「未来も（この先もずっ

と）住み続けたい“まち”」として取りまとめた八つの視点 

  ①学び・紡ぐ（歴史、伝統を未来へつなぐ街） 

  ②安心・安全（安心して住み続けたくなる街） 

  ③便利     （便利でかつ賢い（スマートな）街） 

  ④楽しい    （語りかける街、常にワクワクする街） 

  ⑤きれい    （ゴミのない街） 

  ⑥うるおい   （訪れる人・住む人が気持ちがいい街） 

  ⑦憩い      （共有空間活用による癒しあふれる街） 

  ⑧やさしい  （人と自然にやさしい街） 

  このうち、まず最初に①、②、③、④について、ＩＣＴを活用

したサービスを自治体や地元企業、大学等と連携して実現

させていきたい。 

 

  具体的テーマとして 

  １．環境教育、エネルギー見える化 

  ２．公民館の情報拠点化 

  ３．公共交通の利便性向上及び、中心市街地、観光地の

回遊性の強化に取り組みます。すでに、県、市と合同ＷＧを

立ち上げ議論を重ねており、具体的なサービスの提供を予

定している。 

 

■近畿大学アメリカンフットボール「ＤＥＶＩＬＳ」のＤｉｖ．１復帰

への軌跡 

  息子（二男）が所属する近畿大学アメリカンフットボール部

「ＤＥＶＩＬＳ」は長年Ｄｉｖ．１の座を守ってきたが、２０１０年シ

ーズン１８年ぶりにＤｉｖ．２降格となった。最終学年をＤｉｖ．２

で過ごすという憂き目に会いながら、Ｄｉｖ．１復帰を絶対とし

て取り組んできたＤＥＶＩＬＳの１年間をスライドショーにしたの

でご覧いただきたい。 

  私のベースは家族にあり、その家族を愛する気持ち、特に

スポーツをする子供を応援する気持ちは、皆さん同じだと思

う。私という人間を更に知っていただき、アメリカンフットボー

ルを少しでも身近に感じていただければと思い、上映しま

す。 

  ＜スライドの内容＞ 

  ２０１０年１２月１１日の入替戦敗退からすべては始まった。 

  新しい監督、新しいコーチを向かえ、「ＲＥＳＴＡＲＴ」という

スローガンを掲げ２０１１年シーズンがスタートした。 

 

  ○春 

  明治学院大学戦  38-15 勝利：新チームは順調にスター

トした。 

桃山学院大学戦  14-9  勝利：昨年春の雪辱を果たした。

関西学院大学戦   7-7  引き分け：Ｄｉｖ．１とのタフな試

合も引分に持ち込んだ。 

富士ゼロックス戦 16-0  勝利：Ｘ１に昇格した社会人チー

ムにも勝利 

  大阪産業大学戦  21-3  勝利：春のＤｉｖ．２を制した 

  専修大学戦       7-13 惜敗：関東１部との闘いで課題

が見えた 

  日本大学戦      21-36 惜敗：タフなＪＶ戦（1・2 年生）で

更に課題が明確になった 

  天理大学戦      45-0  快勝：春の締めくくりは若手が

活躍した 

 

 

本日の合計 97,110円 

今年度の累計 957,675円 
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○夏季合宿 

  ＲＥＳＴＡＲＴにふさわしい合宿地に変更⇒福井県 九頭竜 

  例年にもまして厳しい練習は、追い込みに続く追い込み

の連続。しかし、そこには選手たちを支える、厳しくも頼れる

コーチ陣、マネージャー・トレーナー、栄養サポートチームの

存在があった。そしてなにより一人ひとりの「やる気」と「笑顔」

があふれていた。 

 

○秋 

  ついに迎えた秋シーズン、マークとロゴも一新し、覚醒し

た新生ＤＥＶＩＬＳが発進！ 

  兵庫県立大学戦  73-3  勝利：最高のスタートを切った 

それでも更なる進化を怠らない 

  神戸学院大学戦  75-14 勝利：常に冷静にチームの課

題を分析・修正 

  和歌山大学戦    86-13 勝利：大差にも満足せず、常に

先を見ていた 

  大阪大学戦       6-3  辛勝：春から打倒近大に集中し

ていた大阪大学に自分たちに足りないものを気づかされた 

  追手門大学戦    52-10 勝利：入替戦出場は決まった 

ここからが新のＲＥＳＴＡＲＴ 

  大阪教育大学戦  37-0  勝利：入替戦に向け「優勝」と

いう華を添えた 

 ２０１１年１２月１１日  入替戦  ＶＳ甲南大学 

 俺たちは誇り高き近畿大学ＤＥＶＩＬＳ。１年間積み上げてき

た全てをこの１戦に賭ける 応援してくれる全ての人のために 

  スタンドから沸き起こる応援歌、勇ましくはためくのぼり、ス

タンドを埋め尽くす応援者、力を込めた「勝ちダルマ」・・・舞

台は整った。どんな場面でも冷静なオフェンス、常に頼もし

いディフェンス、ボールへの高い執着心、熱くも冷静なサイド

ライン、フィジカル面をサポートするトレーナー、マネージャ

ーたちの存在は大きい。 

すべての力が一つになった。そして  ついに  「勝利！」 

  闘いのすえ、手に入れたもの 

  厳しい一年を共に闘ってくれた全ての人に「感謝」 

  「仲間」「先輩」「仲間」「仲間」「仲間」 「みんな仲間」「たく

さんの仲間」「同じ目的に向かって 助け合って進む仲間」

「ありがとう 仲間たち」 

 

○エピローグ 

  ＤＥＶＩＬＳにとってＤｉｖ．１復帰は当たり前のこと。しかし当

たり前のことだけやっていては成し遂げられなかった。スタッ

フ、選手、ＯＢ会、賛助会、栄養サポートチーム、後援会 全

員が一つになってシーズンを走り抜けたからこそ、成し遂げ

ることができた 

  ２０１２年、ＤＥＶＩＬＳの新しいシーズンはすでにスタートし

た。新たなシーズンで更なる進化を遂げてほしい。Ｄｉｖ．１復

帰が絶対条件だった厳しい一年間、全力でチームを牽引し

てくれた四回生たち   ありがとう！    感謝 

    ＲＥＳＴＡＲＴ ＤＥＶＩＬＳ 第一章  ＦＩＮ、、、 

 

     

 

 

 

【例会予定】    

 

２月１３日（月） 定款に基づき休会 

 

２月２０日（月） 未定 

 

 

 

 

 

■□■ 社会奉仕委員会 オハイエ熊本へ楽器贈呈■□■ 

201２年１月２９日（日） 

熊本市障がい者福祉センター希望荘 

 

 


